
　テーマ１．掘割を基軸とした自然環境の保全・活用 　

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ハード

②
農業用及び防火用
水量の確保

ソフト

（１）掘割・河川の保全・整備

①

備考振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）
推進スケジュール

自然環境や景観に
配慮した掘割・河
川の整備

　市民意向を踏まえながら、自
然環境や景観に配慮した掘割の
整備に取り組み、動植物等の生
息環境の保全・復元を行う。

農林水産省
ハード

地域用水環境整備事業
【地域用水環境整備型】

国土交通省 河川環境整備事業

　関係機関等との調整等によ
り、掘割の水量確保を行う。

単独 要望活動

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備

【農村生活環境基盤整備
(自然環境・生態系保全
施設整備)】

農村振興総合整備事業
【農業生産基盤整備(農
業用用排水施設整備)】

ハード

ハード

ハード

ハード

①
自然と親しむ場の
創出

ハード

②
環境保全に関する
市民意識の高揚

ソフト

ハード

ソフト

ソフト

1
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農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
(自然環境・生態系保全

（２）水環境の保全活動と維持管理体制の確立

厚生労働省

【農村生活環境基盤整備
（農業集落排水施設整
備）】

単独

　市民や来訪者が水辺に親しめ
る空間整備を行う。

農林水産省

国土交通省 公共下水道整備事業

農林水産省

特定地域生活排水処理事
業（合併処理浄化槽）

推進活動

農林水産省

単独

推進活動・啓発活動

単独

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
(住民参加促進環境整
備)】

推進活動

　イベントや清掃活動等を通し
て、掘割に対する市民意識の高
揚に努める。

　市民の維持管理等への活動を
促す環境整備に努める。

　掘割の清掃活動等の継続的な
実施により、美しい掘割の保
全・復元を行う。

　市民と行政の協働による管理
体制の確立を図る。

③
市民参加による維
持管理体制の確立

③
生活雑排水等の流

入防止

　農業集落排水や公共下水、合
併処理浄化槽などによる生活雑
排水処理を行い、美しい掘割の

保全・復元を行う。

環境省 浄化槽設置整備事業



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ハード

ハード

②
自然環境保全への
取り組み推進

ソフト

　公共事業の導入に当たって
は、ミティゲーションの5原則に
基づき、周辺環境等への配慮を
行う。

　公共事業を行う際に、貴重種
などが確認された場合は、動植
物の生息の場を積極的に創出す
る。

農林水産省
国土交通省
経済産業省
総務省

文部科学省

農林水産省

単独 推進活動

備考

（３）生態系の保護・復元

①
公共事業の導入時
における周辺環境
等への配慮

振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）
推進スケジュール

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（自然環境・生態系保全
施設整備）】

環境省
自然共生型地域づくり事
業

全ての公共事業

　市民生活や産業生産活動にお
いて、環境への影響が危惧され
る事項の改善を図る

取り組み推進

1
1
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る事項の改善を図る。



テーマ２．生涯を通した生活の場としての拡充

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

①
計画的な土地利用
の推進

ソフト

ハード

ハード

ハード

推進活動

農林水産省

国土交通省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（農業集落道整備）】

道路事業

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（農業集落道整備）】

　円滑な移動が可能となる道路
網の形成を図る。

　歩道の確保やバリアフリー化
等に取り組む。

　都市的土地利用の進展を踏ま
えながら、計画的な土地利用を
推進する。

単独

農林水産省

関係府省 対応する事業（例）振興の目標 必要な施策

②
安全かつ便利な道
路網・公共交通の

備考
推進スケジュール

（１）生活利便性の向上

特定交通安全施設等整備
事業（バリアフリ 化に

ハード

ソフト

ソフト

③
水需要の拡大に対
応した上水道の整
備

ハード

1
2
0

　福祉 バスコミュニテイバスの
充実等に努める。

等に取り組む。
国土交通省

　公共交通機関のサービス向上
や施設の拡充等を関係機関に働
きかける。

② 路網 公共交通の
充実 事業（バリアフリー化に

よる快適な歩行空間の整
備）

単独 要望活動

単独 推進活動

単独 推進活動
　安定的な給水量の確保に向
け、水源の維持や老朽管の計画
的な布設替等を行う。



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ソフト

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（自然環境・生態系保全
施設整備）】

農林水産省

単独

国土交通省

公営住宅整備事業

特定優良賃貸住宅供給促
進事業

住宅ニーズを踏まえた公営住宅
の整備や民間活力の導入による
住宅整備の推進を図る。

④
適正な公園・緑地
の整備と維持管理

　既存の公園・緑地の整備状況
を踏まえながら、掘割の水と緑
の回廊の形成づくりに取り組
む。

　公園・緑地を守り育てるため
の適正な維持管理に向けた体制
づくりを行う。

農業生産活動によって排出さ

対応する事業（例）
推進スケジュール

備考

推進活動

振興の目標 必要な施策

⑤
魅力ある住環境の
整備

高齢者向け優良賃貸住宅
等促進事業

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備

関係府省

ハード

ハード

ソフト
ハード

ソフト

ハード

ハード

ソフト

農林水産省

単独

農林水産省

環境省

単独

1
2
1

電子自治体推進市町村サ
ポート事業

啓発活動

エコタウン事業

総務省

地域イントラネット基盤
施設整備事業

　農地や掘割等へのごみの不法
投棄を防止する。

　廃棄物の発生抑制、資源化、
再生利用に取り組み、適正処理
する社会の実現に向けた取り組
みを推進する。

環境衛生対策の推
進

啓発活動

⑥

農業生産活動によって排出さ
れる有機物等の利活用に向けた
施設整備を行う。

⑦ 情報化の推進

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（情報基盤施設整備）】　住民・企業などの求める幅広

い情報が提供ができるように、
情報化社会に対応した人材の育
成、情報基盤整備を行う。

【農村生活環境基盤整備
(地域資源利活用施設整
備)】



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

① 健康づくりの推進 ソフト

②
地域医療体制の確
立

ソフト

ソフト

ド

福祉社会の創造

　必要なときに適切な医療が受
けられるよう、救急医療に対応
した地域医療体制を確立する。

　福祉団体の活動支援や市民意
識の高揚を図るとともに、高齢
者･障害者等への福祉サービスの
充実を図る。

　高齢者や障害者等が生きがい
を持って、生き生きと暮らすこ

振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）
推進スケジュール

備考

推進活動

推進活動

（２）安心・安全に暮らせるまちづくり

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備

③

単独

　母子保健事業や老人保健健康
増進事業の推進を行うととも
に、健康づくり活動や意識の啓
発を行う。

単独

農林水産省

単独 推進活動

ハード

ソフト
ハード

ハード

ハード

ハード

ハード

ハード

1
2
2

⑥

単独

農林水産省

農林水産省

農林水産省

国土交通省

消防・救急対策の
充実

湛水防除事業

を持って、生き生きと暮らすこ
とができるよう、市民農園等の
整備を行う。

　消防団における団員の確保・
育成等に取り組む。

　消防水利として防火水槽・消
火栓の確保を行う。

　市民の生命や財産を守るた
め、海岸堤防の整備や掘割・河
川改修を行う。

　農用地の保全等に資する農業
用施設の整備を図る。

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落防災安全施設整
備）】

地震･高潮等対策河川事業

海岸高潮対策事業

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落防災安全施設整
備）】

推進活動

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落防災安全施設整
備）】

クリーク防災機能保全対
策事業

ハード

防災対策の推進⑦

【農村生活環境基盤整備
（集落農園整備）】

農林水産省



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ソフト

ハード

ソフト

ソフト
ハード

振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）

田 んぼの学校学童農園

特色ある学校施設づくり
（子ども達の未来を拓く
学校施設整備事業、多目
的スペース整備）

「総合的 な学習 の時間」
キャリア教育推進事業

地域子ども教室推進事業
白秋音楽まつり

推進スケジュール
備考

（３）やながわの人づくり

①
幼児教育・学校教
育の充実

農林水産省

　食の安全や地域農業への理解
を深めるために、「農」 とふれ
 あう場 の拡充等 に努 め、食農教
育の推進を図る。

文部科学省

文部科学省

　心の教育をはじめ、児童・生
徒一人ひとりの個性を伸ばす教
育を充実させるとともに、新た
な時代に対応した教育を推進す
る。

　児童・生徒たちが、郷土の歴
史や文化について、体験等を通
じて学ぶことができるような体
制づくりを行う また郷土を愛

ハ ド

②
生涯学習社会の形
成

ソフト

③
スポーツ・レクリ
エーション活動の
活性化

ソフト
ハード

 
1
2
3

白秋音楽まつり

文部科学省
　市民ニーズを踏まえ、様々な
学習情報の提供や学習機会の拡
充を行う。

制づくりを行う。また郷土を愛
する態度を育成する。

生涯学習まちづくりモデ
ル事業

総合型地域スポーツクラ
ブ育成モデル事業

文部科学省

　すべての市民が年齢や体力な
どに応じて、生涯にわたり、ス
ポーツ活動が身近に楽しめるよ
う、関連団体の育成や指導者の
養成、総合型地域スポーツクラ
ブの設立・支援を行う。



テーマ３．複合的な産業の確立

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード
ソフト

ソフト

ハード

ド

推進スケジュール
振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例） 備考

（１）観光・交流人口の拡大

推進活動

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落農園整備）】
新グリーンツーリズム総
合推進対策【グリーン
ツーリズム総合戦略事
業、グリーンツーリズム
センタ 機能確立事業

　掘割や歴史・文化等の多様な
地域資源を生かしながら、観光
客の確保を行う。
　地域に根付いた祭りや各種の
イベントの開催により、集客力
の強化を図る。
　市民農園や体験農園等、気軽
に農業を体験できる場づくりを
行う。

単独

単独 推進活動

農林水産省

①

②

多様な地域資源を
生かした観光の振
興

「農」との融合に
よる体験 滞在型

　生産者と消費者が結びついた
流通 販売体制として 直売所 ハード

ハード
ソフト

ハード
ソフト

ハード

④
観光・交流を促す
基盤整備

ハード
ソフト

ソフト

ソフト

1
2
4

センター機能確立事業、
グリーンツーリズムビジ
ネス育成事業、地域連携
システム整備事業、やす
らぎ空間整備事業】

観光ガイド、観光
企画者等の人材の
育成

　農産物や水産物において、新
たな特産品の開発やPRの強化に
取り組む。

　加工品の開発等、地域を特徴
付ける食の提供を図る。

農林水産省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域資源利活用施設整
備）】

　日帰り・立ち寄り型の観光か
らの脱却をめざし、宿泊施設等
の整備を行う。

単独

単独

③

⑤

②

特産品の開発・PR

よる体験・滞在型
観光の振興

推進活動

推進活動

単独

単独

単独

推進活動

推進活動

推進活動

　観光ガイド等の人材育成を図
るとともに、もてなしの心の醸
成を図る。
　観光ボランティアとして、地
域に精通した高齢者等の活用を
図る。

流通・販売体制として、直売所
の整備や朝市等の整備を行う。

　既存観光資源などをつなぐ道
路整備に取り組むとともに、駐
車場やトイレ、案内板の整備等
に取り組む。



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ソフト
ハード

ソフト
ハード

ソフト
ハード

ソフト
ハード

（２）多様な産業の振興

振興の目標 必要な施策 関係府省
推進スケジュール

対応する事業（例） 備考

　生産性の高い漁場づくりをめ
ざし、「とる」漁業から「つく
り育てる漁業」への転換に取り
組む。

　漁業者の理解を得ながら、経
営の協業化等に努める。

　有明海等の水質汚濁の一要因
となっている海苔生産工場排水
の流出防止に努める。①

　有明海の豊富な幸を生かし、
地域特産品の販売・PR等を行
う。

有明海及び八代海を再生する

単独

単独

単独

単独

有明海の資源を生
かした漁業の振興

推進活動

推進活動

推進活動

推進活動

ソフト
ハード

ソフト

ソフト
ハード

ハード

ソフト
ハード

ソフト
ハード

1
2
5

②

有明海及び八代海を再生する
ための特別措置に関する法律を
踏まえ、総合的な漁業振興対策
や漁場保全対策を推進する。

　既存企業の育成・支援を行
う。

　農産物や海産物等の地場産品
を使った加工品や観光土産品の
開発等に取り組む。

農林水産省

単独

総務省

国土交通省

③

工業の振興

商業・サービス業
の振興

商店街活性化街路事業

中心市街地商業等活性化
総合支援事業

中心市街地再活性化特別
対策事業
中心市街地再活性化対策
ソフト事業

　観光客を取り込めるような商
店街づくりに取り組む。

経済産業省

総務省

推進活動

推進活動

地域資源活用促進事業
（地域経済新生）



テーマ４．地域農業を担う多様な担い手の育成

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ソフト

ソフト

ソフト

農林水産省

農林水産省

農林水産省

認定農業者・農業
生産法人の育成・
支援

認定農業者連携事業体育
成事業

農業法人育成支援事業

推進スケジュール
備考

（１）担い手の育成・確保

①

　本市農業の担い手として、中
心的な役割を持つ、認定農業者
や農業生産法人等の育成・支援
を行う。

　認定農業者などの中核的担い
手農家の中で、安定した経営を
営んでいるものについては、更
なる発展に向け法人化へ誘導す
る。

　地域の先導的な担い手となる
認定農業者や農業生産法人への
農地の集積を促す

認定農業者連携事業体育
成事業

振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）

ハード

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト
ハード

1
2
6

③

　集落などを単位とした組織経
営体の育成・支援により、効率
的な営農に取り組む。

　農作業受託者・組織の育成・
強化に取り組む。

　活力ある新規就農者の確保・
育成に取り組む。

農林水産省

農林水産省

単独

地域農業経営体育成モデ
ル事業

農業人材確保育成総合対
策事業

農林水産省

農林水産省

推進活動

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域農業活動拠点整
備）】

地域農業経営体育成モデ
ル事業

集落営農等の推進

新規就農者の確
保・育成

　地域の農地保全に取り組む集
落営農組織等の活動拠点の整備
を図る。

　団塊世代等をターゲットとし
た新たな地域農業の担い手確保
に向け、定住促進を含めた多様
な施策の推進により、受け入れ
体制の確立を図る。

②

農地の集積を促す。
成事業



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ソフト

ソフト

ハード

② 高齢農業者の支援

　女性農業者の育成・支援に取
り組む。

農林水産省

　高齢者等の円滑な利用を促す
ために、農業施設等のバリアフ
リー化に取り組む。

農林水産省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域農業活動拠点整
備）】

単独 推進活動

備考

（２）生涯現役農業の実現

　女性農業者が生き生きと活動
ができるよう、活動拠点づくり
に取り組む。

農林水産省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域農業活動拠点整
備）】

①
女性農業者の育
成・支援 農業経営対策事業推進補

助金のうち女性・高齢
者・新規就農対策事業

　農業関連の審議会などの委員
への女性登用を積極的に行う。

推進スケジュール
関係府省 対応する事業（例）振興の目標 必要な施策

ソフト

1
2
7

② 高齢農業者 支援

　認定農業者等への農地の利用
集積を図りつつ、高齢農業者等
の生きがい農業の支援を行う。

農林水産省
農業経営対策事業推進補
助金のうち女性・高齢
者・新規就農対策事業



テーマ５．生業としての農業の確立

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ソフト

ソフト

畑地利用高度化促進事業
【麦大豆等生産拡大推進
事業】

生産振興総合対策事業
【農業生産総合対策事
業】

単独 推進活動

単独 推進活動

ソフト

畑地利用高度化促進事業

農林水産省

関係府省 対応する事業（例）
推進スケジュール

備考

（１）安定した経営基盤の確立

　地域ブランドの確立や施設園
芸の推進等により、付加価値の
高い農産物生産に取り組む。

　水稲は、消費者ニーズを踏ま
え、良質・良食味米の生産に取
り組む。

　麦は、需要の動向に即した良
質麦の生産にあわせて、生産の
高位安定化と生産コストの低減
に取り組む。

振興の目標 必要な施策

ソフト

ソフト

ソフト

ソフト

ハード

ソフト

1
2
8

単独

経営構造対策事業

経営構造対策推進事業

推進活動

ソフト

推進活動

推進活動

畑地利用高度化促進事業
【麦大豆等生産拡大推進
事業】

農林水産省

①

　い草・い製品は、機械化一貫
作業体系の確立により、良質の
い草・い製品の生産振興に取り
組む。

　野菜は、土づくりの推進による
土壌管理の徹底を図り、品質の向
上及び生産性の向上に取り組む。

消費者ニーズを踏
まえた農産物生産

　果樹は、消費動向に即した計画
的生産出荷を促し、生産技術の向
上、樹園地の整備に取り組む。

　花きは、生産性向上と計画的
な生産出荷による経営安定の維
持強化に取り組む。

　加工などの新しい分野への参
入支援を行う。

生産振興総合対策事業
【農業生産総合対策事
業】

推進活動

単独

　大豆は、地域ごとのブロック
ローテーション方式の導入によ
り、集団化・団地化に取り組
む。

農林水産省

単独

単独



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

②
地域農業の効率
化・低コスト化

ソフト

ハード

ハード

ハード

畜産経営支援指導機能強
化事業

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域資源利活用施設整
備）】

　畜産糞尿処理施設や堆肥舎等
の整備を図り、地域環境に配慮
した畜産業の推進に努める。

対応する事業（例）

　生産コストの低減に向け、高
性能機械の導入や共同利用体制
の確立に取り組む。

農林水産省
地域農業経営体育成モデ
ル事業

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（営農飲雑用水施設整
備）】

　品質の高い畜産物の生産に努
め、収益性の向上に努める。

農林水産省

必要な施策 関係府省
推進スケジュール

備考振興の目標

③ 畜産業の活性化

農林水産省

1
2
9



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ハード

ハード

ハード

ハード基幹水利施設補修事業
①

振興の目標 必要な施策

　効率的な農業を行うため、ほ
場整備や農業用用排水施設等の
農業生産基盤整備に取り組む。

関係府省

農業基盤整備の推
進

推進スケジュール
備考

（２）効率的な営農に向けた条件整備

農林水産省

農林水産省

対応する事業（例）

農村振興総合整備事業
【農業生産基盤整備(ほ
場整備、農業用用排水施
設整備、農道整備、農用
地開発、農用地の改良又
は保全、農用地管理保
全)】

かんがい排水事業

経営体育成基盤整備事業

担い手育成基盤整備事業

ハード

ハード

ハード

ハード

ハード

1
3
0

農村振興総合整備事業
【農業生産基盤整備(ほ
場整備、農業用用排水路
施設整備、農道整備、農
用地開発、農用地の改良
又は保全、農用地管理保
全)】

農林水産省

農林水産省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落防災安全施設整
備）】

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（施設補強整備）】

　野菜の面積拡大にあわせて、
新技術を伴う集出荷施設・予冷
庫の整備を行う。

　生産性の向上に向け、大規模
乾燥調整施設等の整備を行う。

　既存の農業近代化施設の有効
活用に努めるとともに、適正な
維持管理による施設の延命化を
図る。

　農地の保全を図るため、地盤
沈下対策に取り組む。

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（農業施設等用地整
備）】

農林水産省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（農業施設等用地整
備）】

　整備済みの農業基盤でも、老
朽化がみられる箇所について
は、随時補修を行い、生産性を
損なう要因を消去する。

農林水産省

農林水産省

②
農業近代化施設の
整備



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ソフト

ソフト
ハード

ハード

ハード

ハード

　地元で取れた安全・安心な農
畜産物を地元で消費する地産地
消を推進する。

① 地産地消の推進

　学校給食への地域農産物の利
用拡大等を図り、地産地消の推
進を図る。

単独

③ 販売・流通の改善

単独

単独

推進スケジュール
備考振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）

推進活動

　農産物販売所の整備や観光施
設等との連携による販路開拓な
ど、農産物の多様な販売機会の
拡充を図る。

農林水産省 経営構造対策事業

（３）都市近郊型農業の推進

「農」とふれあう
②

推進活動

推進活動

農村振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（集落農園整備）】

農林水産省

　関係機関等との連携により、
多様な販路の拡大を図る。

　都市住民等が気軽に農業体験
を行うことが可能な施設の整備
を行う。

ソフト

ソフト

ソフト
ハード

ソフト

ハード

ハード

1
3
1

（４）循環型農業の確立

トレーサビリティーシス
テムの導入

② 循環型農業の確立

推進活動

農業振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域資源利活用施
設）】

農業振興総合整備事業
【農村生活環境基盤整備
（地域資源利活用施
設）】

　耕種農家と畜産農家において
稲わらと堆肥の交換を行うなど
の連携のシステムづくりに取り
組む。

「農」とふれあう
機会の創出

②

① 有機農業等の推進

（集落農園整備）】

推進活動

推進活動

　稲わら・麦わらを有効利用す
るための施設整備を行う。

　農業用廃ビニールの回収処分
体系や施設整備を行う。

単独

単独

農林水産省

農林水産省

単独

農林水産省

　学校や地域との連携を図りな
がら、市民が「農」にふれる機
会の創出を図る。

　有機農産物等の高付加価値を
高める仕組みづくりに取り組
む。

を行う。

　消費者ニーズを把握しなが
ら、「安全・安心」な農産物生
産として、有機農業等を推進す
る。



テーマ６．美しい農村の形成

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ソフト

ハード

ハード

①

②

農林水産省

農林水産省

耕作放棄の防止

農村振興総合整備事業
【農業生産基盤整備(農
用地管理保全)】

地域農業経営体育成モデ
ル事業

　耕作放棄の解消に向けた農地
の整備を行う。

　担い手・土地基盤等の条件整
備を図りながら、地域が一体と
なって耕作放棄地の防止に取り
組む。

　掘割を軸とした美しいまちな
みの形成に向け、水と緑の回廊
づくりに取り組む。

（１）農村景観の保全

振興の目標 必要な施策 関係府省

農村振興総合整備事業
【農村生活環境整備（自
然環境・生態系保全施設
整備）】

田園整備事業【田園空間
整備事業】

農林水産省

農林水産省
美しいまちなみの
形成

　田園環境・景観、昔ながらの
町並みの保全を行う。

対応する事業（例）
推進スケジュール

備考

ソフト

ハード

ハード

ソフト

ハード

ソフト

② 伝統芸能等の継承 ソフト

1
3
2

　地域に伝わる伝統食等の身近
な文化資源の発掘と継承に努め
る。

　後継者の育成等により、どろ
つくどんや川祭り、ほんげん
ぎょう等の伝統文化の継承・保
護に取り組む。

（２）伝統文化の保護・継承

推進活動

「文化芸術による創造の
まち」支援事業

農林水産省

総務省

単独

文部科学省

伝統文化こども教室事業

地域資源活用促進事業
（地域文化財・歴史的遺
産活用）

文部科学省

田園空間整備事業【地域
の伝統的農業施設などの
保全・復元】

文化財の保存・整
備・活用

①

　歴史的土地改良施設など、本
市に残る多様な歴史・文化遺産
の保存・整備・活用に取り組
む。

農村振興総合整備事業
【農村生活環境整備（歴
史的土地改良施設保全整
備）】

整備事業】

景観計画の制定
国土交通省
農林水産省
環境省

町 み 保 を行う。

　良好な景観形成・保全のため
の景観計画の策定や景観条例の
制定に取り組む。



H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32以降

ハード

ソフト

ソフト

①
市民参加・企業参
加によるまちづく
り

　掘割の維持管理をはじめ、多
様な市民活動における活動拠点
の整備を行う。

推進スケジュール

　まちづくりのあらゆる場面で
のボランティアの活用を図るた
め、ボランティアの育成・支援
に取り組む。

農林水産省
国土交通省
文部科学省
経済産業省
総務省

文部科学省

全国ボランティア活動振
興センター運営事業（厚
生労働省）

農林水産省
農村振興総合整備事業
【農村生活環境整備（住
民参加促進環境整備）】

　まちづくりの主役として、一
人ひとりの市政への参加を促す
仕組みづくりに取り組む。

農林水産省
国土交通省
文部科学省
経済産業省
総務省

文部科学省

農村振興総合整備事業計
画作成事業（農林水産
省）

備考

（３）コミュニティの育成・支援

振興の目標 必要な施策 関係府省 対応する事業（例）

ソフト

1
3
3

② 高齢農業者の支援
文部科学省

単独

　様々なまちづくり活動に取り
組むボランティアやNPO等の育成
と支援を図るとともに、人材バ
ンクの設立等に取り組み、市民
の自主的な活動支援に努める。

推進活動


